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「北方かわらばん」は、地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 建築研究 

本部 北方建築総合研究所（旧・北海道立北方建築総合研究所）が発行してい 

るメールマガジンです。 

このメールが不要な方は、お手数ですが【管理者からのお知らせ】に掲載して 

いるメールアドレスにご連絡ください。このメールアドレスは配信専用のため 

返信できませんのでご了承ください。 

 

※ＭＳゴシックなどの等幅フォントでご覧ください。 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

   今月号のトピックス 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 

第５７号の内容はこちらです。 

 

■イベントのお知らせ 

 □【平成２６年北方建築総合研究所調査研究発表会を開催します】 

  

■トピックス 「木造公共建築の促進」 

 

■研究紹介 「単板積層材を活用した屋根構面の水平耐力 

                           および床振動性状に関する研究」 

 

■最近の研究所の動き 

 □【新しいスタッフから一言】 

 □４月の業務報告 

 □構造計算適合性判定センターから 
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   イベントのお知らせ 
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■【平成２６年北方建築総合研究所調査研究発表会を開催します】 

 

以前からお知らせしておりました調査研究発表会の開催がいよいよ来週となり 



ました。 

 

今年は終了した研究課題の成果発表のほか、北総研が取り組む戦略研究につい 

ての特別報告を行います。 

また、技術相談窓口を会場に設置します。皆様の質問に、北総研の研究員が直 

接その場で回答しますので、この機会を是非ご活用ください。 

 

開催プログラム等詳細については、ホームページをご覧ください。 

事前申込されていない方でも、当日受付しておりますので、多くの皆様のご参 

加をお待ちしております。 

 

 日 時：平成２６年５月２０日（火）１０：００～１６：３０ 

 会 場：旭川市大雪クリスタルホール（旭川市神楽３条７丁目） 

 

北総研ホームページ 

http://www.nrb.hro.or.jp/140520happyoukai.html 

 

（企画課 酒井） 
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 トピックス 「木造公共建築の促進」 
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近年、公共建築の積極的な木造化を促進するための設計マニュアルやガイドラ 

イン等の整備が国や各自治体で進められ、北海道においても公共建築の木造化 

が推進されています。 

 

北総研では、林産試験場と共同で、道内に建設された木造公共建築を対象に、 

各自治体の地域材の考え方、企画・計画、設計、製材・調達、施工、維持管理 

等の各段階において発生した課題等についてヒアリング調査を行いました。 

調査当初、公共建築の木造化にともなう課題は、道産材の狂いや割れ、防耐火 

性能や強度、建設コストやメンテナンス費用の増加等と想定していましたが、 

今回の調査範囲においては、現行技術や工夫等によって対応がなされ、発注担 

当者にとって大きな課題として捉えられてはいませんでした。 

その一方で、道産材の生産・供給体制の現状を踏まえた地域材としての産地の 

指定方法、調達方法や納期等に関する情報不足や業界内の連携不十分の解消が 

直近の課題であるという担当者の声が多くありました。 

 

この度、こうした一連の調査結果をふまえ、道内の木造公共建築の事例紹介、 

木造建築に関わるＱ＆Ａ、道産材の供給の現状や入手先等をまとめた普及資料 

が北海道林業・木材産業対策協議会から発刊されることとなりました。木造公 

共建築に携わる方の参考書のひとつとしてご活用いただければ幸いです。 

 

（構法材料Ｇ 中村 拓郎） 
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 研究紹介「単板積層材を活用した屋根構面の水平耐力 

                           および床振動性状に関する研究」 
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木材の建築分野での活用が求められています。構造材については、様々な乾燥 

技術・加工技術を使い、安定した構造性能と高い寸法精度を有する「エンジニ 

アードウッド」の開発・普及が進められています。 

本研究で取り扱った「単板積層材（以下「ＬＶＬ」）」もエンジニアードウッ 

ドの一つです。カラマツの強度を生かせることや、間伐材を活用できるなどの 

利点があり、軸材・骨組材として普及が図られてきています。 

中でも、ＬＶＬをフランジに用い、断面形状をＩ形として曲げ剛性を高めた梁 

材「Ｉ－Ｊｏｉｓｔ」は、屋根垂木や床根太として用いれば比較的大きなスパ 

ンを確保することができます。しかしながら、建築物の屋根構面には、積雪荷 

重などに対応した鉛直耐力だけでなく、耐力壁を一体化する為の水平耐力も求 

められます。また、床組においては、強度やたわみだけでなく、使用時の不快 

な振動が問題になることがあります。 

 

本研究では、Ｉ－Ｊｏｉｓｔを垂木として活用した５寸勾配屋根の水平方向変 

形時の耐力や破壊性状を実験的に明らかにしました。また、Ｉ－Ｊｏｉｓｔを 

床根太とした模型床組の振動測定実験や官能実験を実施し、歩行時等に生じる 

床構面の上下方向の応答振動と構造仕様との関係を検討しました。 

その結果、勾配屋根については、局部的な破壊の生じ難い構造仕様と、構造設 

計や性能表示制度に対応できる床倍率などの構造性能値を示すことができまし 

た。また、床振動については、床合板の厚物化や、防音シート・フローリング 

仕上げによって振動障害を低減できる可能性のあることがわかりました。 

 

建築分野では、構造材単体の性能だけではなく、それを構成部材として何処に 

どのように使うのか、その結果、どのような性能になるのかということの検証 

が求められます。また、性能項目も一つではありません。 

建築分野において木材の活用が求められる中、多角的な検討に対応できる構造 

データの蓄積と効果的な活用方法の提案、更には、構造材単体への要求性能へ 

のフィードバックにも貢献して行ければと考えています。 

 

※本研究は、一般社団法人全国ＬＶＬ協会との共同研究です。 

 

（構法材料Ｇ 植松） 
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   最近の研究所の動き 
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■【新しいスタッフから一言】 

 

昨年の１２月１日付けで構造計算適合性判定センターに採用され、４月１日か 



ら環境科学部構法材料グループへ異動となりました、宮内淳一と申します。 

生まれ育った北海道で建築の仕事ができるということを大変嬉しく思います。 

業務内容も変わり、まだまだ分からないことも多いですが、安全・安心で快適 

な住環境を作るべく努力してまいりますので、どうぞよろしくお願いいたしま 

す。 

 

（構法材料Ｇ 宮内 淳一） 

 

環境科学部構法材料グループの中村暢と申します。これまで、室蘭工業大学大 

学院に在籍していました。 

私は、生まれも育ちも北海道であるため、北海道に貢献できる仕事に就けたこ 

とを大変嬉しく思っています。 

今後、早く仕事に慣れ、道民の皆様に貢献できる様、精一杯頑張っていきます 

ので、よろしくお願いします。 

 

（構法材料Ｇ 中村 暢） 
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■【４月の業務報告】 

 

平成２６年４月の受付件数 

 

□依頼試験（担当：性能評価課） 

依頼試験  ４件 

設備使用  ４件 

性能評価  ２件 

 

□施設見学（担当：企画課） 

件数    １件 

人数    ５名 

 

□技術相談（担当：企画課） 

件数   ２３件 
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■【構造計算適合性判定センターから】  

 

□４月の判定業務  

受付   ３７件（５４棟）  

結果通知 ３０件（３６棟）  

 

４月の判定依頼は、工場・倉庫など生産・物流系施設１１件、住居系施設３件 

物品販売店舗等（複合施設含む）４件、事務所等９件、その他でした。 



 

総判定日数（受付から結果通知までの期間）の平均日数は４０．０日（前月比 

同程度）、実判定日数（設計者の修正期間を除く実際の審査期間）の平均日数 

は１１．５日（前月比約－１日）でした。 

 

４月の依頼件数は概ね例年の７割程度となっています。この季節は雪解け時期 

であり建築工事の着工が急激に多くなる時期です。それらに対応するために、 

当センターでは、外部契約判定員の皆さんにご協力をいただき、少しでも迅速 

な判定をするように体制を整えています。しかし、着工を急ぐあまり、建築図 

と構造図や構造計算での相違が生じる事例が多くなっています。 

総判定日数は短縮化が図られつつありますが、確認申請前には図書チェックを 

確実におこなっていただくなど、関係する皆様のご協力をお願いします。 

 

（構造判定Ｇ 渡邊）  
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■【編集後記】 

 

今号で特集した木造公共建築の促進や地域材の構造材への導入などの取り組み 

は、単に地場産材の活用やそれに伴う地域産業の振興という観点だけではなく 

地域における資源循環、エネルギー循環に視点をおいた持続可能な地域づくり 

につながっていくものと考えております。 

５月２０日（火）に開催します「平成２６年度調査研究発表会」では、こうし 

た課題に分野横断的に取り組んでいる「戦略研究の取り組み」について、副所 

長の鈴木大隆から特別報告いたします。個々の研究成果と合わせてお聴きいた 

だくことで、北総研のことをもっと知っていただけると思いますし、これまで 

以上に地域のまちづくりの参考としていただけると思いますので、ぜひ会場へ 

足をお運びくださるようよろしくお願いいたします。 

 

（企画課 清水） 
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   管理者からのお知らせ 
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アドレスを登録した覚えのない方は、お手数ですが下記の各種お問い合わせ専 

用アドレス宛てにメールにてお知らせください。 

登録内容の変更や配信停止は、下記のアドレスをクリックしていただき、ホー 

ムページ上で手続きを行ってください。クリックしても正しく表示されない場 

合は、アドレスをコピーしてブラウザに貼り付けてご利用ください。 

メールアドレスの変更、配信停止の手続きを行ったにもかかわらず、行き違い 

により配信される場合がございますので、ご了承ください。 

 

■購読申込・変更・配信停止はこちら 



 http://www.nrb.hro.or.jp/provide/sendmail_newsletter.html 

変更・配信停止の場合は、ご意見、ご質問欄に「変更」または「配信停止」と 

記載してください。 

 

■各種お問い合わせメールフォーム 

 http://www.nrb.hro.or.jp/sendmail.html 

 

ご登録いただいた情報は、メールマガジンの配信及びイベント情報の配信を目 

的として利用し、それ以外の目的に使用することはありません。 

 

─────────────────────────────────── 

発行：（地独）北海道立総合研究機構 建築研究本部 北方建築総合研究所 


